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【研究要旨】 

本研究では、健康日本 21（第二次）最終評価で課題となった、適切な量と質の食事、適正体重

の維持（小児の肥満傾向、若年女性のやせ）、高齢者の低栄養に資する食事ガイドの作成を目指

している。そこで、本分担課題では、文献レビューにより高齢者の低栄養に影響する因子に関連

する食事摂取の特徴を把握することを目的とした。 

先行研究をもとに高齢者の低栄養に関連する因子を選定し、これらの因子の有無における食事

摂取の特徴を把握するため、65歳以上の地域在住高齢者を対象に実施された過去 5年間の観察

研究の文献レビューを行った（PROSPERO: CRD42024582151）。MEDLINE、Web of Science を使

用し、文献スクリーニングは 2 名の研究者が独立して行い、採否の対立時は相談して決定した。対

象者に 65 歳未満を含む場合でも、65歳以上で層化した分析結果があればレビューに含めた。 

検索の結果 2,554 件の文献が抽出され、最終的に 33 件がレビューの対象となった（口腔機能：

13 件、教育歴：8 件、経済状況：10 件、フードセキュリティ：4 件、婚姻状況：5 件、居住環境：5 件、

社会との関わり：2 件、うつ症状：2 件、栄養学的知識：2 件、調理技術：1 件、重複あり）。食事摂取

の評価は、食品・栄養素等摂取量の他に、食事の質、食多様性、地中海食など様々であった。 

高齢者の低栄養に影響する要因と食事摂取との関連を検討した文献は限られており、とくに、

食事を暴露として扱った研究が多く、スクリーニングで多くの文献が除外された。 

来年度は、抽出された文献について質的にまとめ、高齢者の低栄養に関連する因子の影響で

摂取が減少しやすい栄養素や食品等、食事摂取の特徴を考察する。また、論文化を行い、学術

誌に投稿する予定である。 

A. 背景と目的

本研究の目的は、質の高いエビデンスに基

づく食事ガイドを検討し、セルフチェックを含ん

で健康診断等の機会に使用して健康意識に

つなげるツールを作成することである。健康日

本 21（第三次）において目指す食生活に関連

する目標の到達に向けて国民の行動変容を

促す実装までを見据え、第二次最終評価で課

題となった、適切な量と質の食事（食塩、野

菜・果物等）、適正体重の維持（小児の肥満傾

向、若年女性のやせ）、高齢者の低栄養に資

する食事ガイドの作成を目指している。 

本分担課題では、高齢者の低栄養に影響

する因子に関連する食事摂取の特徴を把握
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することを目的とした文献レビューを行うことと

した。 

B. 方法

高齢者の低栄養に関連する因子について、

先行研究 1, 2)をもとに選定し、これらの因子（身

体的要因、社会・環境的要因、精神・心理的

要因、行動的要因）の有無における食事摂取

の特徴を把握するため、65歳以上の地域在住

高齢者を対象に実施された過去 5年間の観察

研究の文献レビューを行った。レビューは

PRISMA ガイドラインに準じて行い、プロトコル

はPROSPERO（No. CRD42024582151）に登録

した。文献検索に用いた式を表１に示す。 

データベースはMEDLINE、Web of Science

を使用した。文献スクリーニングは、一次スクリ

ーニング、二次スクリーニングともに、2 名の研

究者が独立して行い、採否の判断が分かれた

場合は相談して採否を決定した。なお、対象

者に 65歳未満を含んでいる文献でも、65歳以

上に層化した分析が行われている場合はレビ

ューの対象に含めた。今年度は、二次スクリー

ニングまでを行った。

C. 結果

検索の結果、2,354 件の文献が抽出された。

そのうち 382 件が重複のため除外され、1,972

件が一次スクリーニングの対象となった。タイト

ルと要旨の内容からレビューの目的に合致し

ない 1,845 件の文献が除外された。二次スクリ

ーニングを経て最終的に 33 件の文献 3-35) が

レビューの対象として含められた（図１）。

暴露変数別に集計すると、口腔機能に関す

る文献が 13件、教育歴に関する文献が 8件、

経済状況に関する文献が 10 件、フードセキュ

リティに関する文献が 4件、婚姻状況に関する

文献が 5 件、居住環境に関する文献が 5 件、

社会との関わりに関する文献が 2 件、うつ症状

に関する文献が 2 件、栄養学的知識に関する

文献が 2 件、調理技術に関する文献が 1 件、

であった（重複あり）。結果変数である食事摂

取内容については、食品群摂取量、栄養素等

摂取量の他に、食事の質として、Healthy 

Eating Indexや Diet Quality Index などの指標

を用いたものや食品摂取の多様性、地中海食

などの健康的な食事様式を評価したものなど

様々であった（表 2）。 

D. 考察・結論

高齢者の低栄養に関連する身体的要因、

社会・環境的要因、精神・心理的要因、行動

的要因と食事摂取状況との関連を検討した文

献は限られていた。とくに、食事摂取を結果変

数としてではなく、暴露変数として扱った研究

が多く、スクリーニングで多くの文献が除外さ

れた。 

食品・栄養素等の摂取を比較した文献以外

では、食事の質や特定の食事様式などとの関

連が検討されていたが、その指標は様々であ

った。これは、世界的にコンセンサスを得られ

た食事の質の評価指標や健康的な食事の定

義がまだないことを反映していると考えられる。 

来年度は、抽出された文献について質的に

まとめ、高齢者の低栄養に関連する因子の影

響で摂取が減少しやすい栄養素や食品等、

食事摂取の特徴を考察する。また、論文化を

行い、学術誌に投稿する予定である。 

F. 健康危険情報

なし

G. 研究発表

１. 論文発表

なし

２. 学会発表

なし

H. 知的所有権の出願・登録状況

１. 特許取得

なし
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２. 実用新案登録

なし

３. その他

なし
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表 1  文献レビューに用いた検索式（MEDLINE） 

検索式 

対象者 (“aged”[MeSH Terms] OR "older adults" OR "older people" OR "older person" 

OR "elderly" OR "senior") 

暴露変数 (“oral health”[MeSH Terms] OR "oral problem" OR "oral condition" OR "oral 

frail" OR "oral dysfunction" OR "tooth loss"[MeSH Terms] OR “swallowing 

disorder” OR "chewing problem") OR (“loss of taste” OR “taste loss” OR 

“taste disorder”) OR (“loss of smell” OR “smell loss” OR “hyposmia”) OR 

(“economic status”[MeSH Terms] OR “socioeconomic factors”[MeSH Terms]) 

OR (“access to healthy foods”[MeSH Terms] OR “food insecurity”[MeSH 

Terms]) OR (“living alone” OR “home environment”[MeSH Terms] OR “eating 

alone”) OR (”social participation”[MeSH Terms] OR “social support”[MeSH 

Terms] OR “social isolation”[MeSH Terms] OR “meals on wheels” OR “home 

helper”) OR (“depression”[MeSH Terms] OR “cognitive function”) OR 

(“cooking skill” OR “nutrition knowledge” OR “food selection” OR “food 

preferences”[MeSH Terms]) 

結果変数 (”eating”[MeSH Terms] OR “diet”[MeSH Terms] OR "food" OR "nutrients" 

OR "diet" OR "meal" OR "dietary intake" OR "diet quality") 

研究デザイン (“observational stud*”[TIAB] OR “cohort stud*”[TIAB] OR “follow-up stud*”

[TIAB] OR “epidemiologic stud*”[TIAB] OR “prospective stud*”[TIAB] OR 

“retrospective stud*”[TIAB] OR “longitudinal stud*”[TIAB] OR 

“cross-sectional stud*”[TIAB]) 

言語 ("English"[Language] OR "Japanese"[Language]) 

検索期間 (2019/06/01:2024/06/01[Date - Publication]) 
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表 2  採択された文献 

暴露変数 結果変数 

大分類 中分類 小分類  食品/栄養素/質/パターン 著者 年 

身体的

要因 
口腔機能 

機能歯数 質（DII） 
Iwasaki M, et 

al. 
2024 

機能歯ユニット（FTU） 質（DII） 
Iwasaki M, et 

al. 
2024 

機能歯ユニット（FTU） 栄養素 
Milledge K, et 

al. 
2021 

歯数×義歯 栄養素 
Kusama T, et 

al. 
2023 

歯数 栄養素 Kida S, et al. 2023 

歯数 食多様性 Shen J, et al. 2023 

機能的歯列 パターン 
Gaewkhiew P, 

et al. 
2021 

機能的歯列×義歯 栄養素 
Gaewkhiew P, 

et al. 
2019 

咬合支持領域（POSA） 食品 Lin YC, et al. 2021 

咬合力 食品・栄養素 
Fukutake M, 

et al. 
2019 

口腔内立体認知能力（OSA） 食品・栄養素 
Fukutake M, 

et al. 
2019 

口腔健康度 栄養素 
Karawekpanya

wong R, et al. 
2023 

口腔機能（複合指標） 質（HEI） 
Kimble R, et 

al. 
2023 

社会・

環境的

要因 

教育歴 

教育歴 質（HEI） 
Vaudin A, et 

al. 
2021 

教育歴 質（地中海食） 
Teixeira B, et 

al. 
2019 

教育歴 食品 
Evedove AUD, 

et al. 
2020 

教育歴 質（食事バランススコア） 
Hashimoto A, 

et al. 
2021 

教育歴 食多様性 
Chalermsri C, 

et al. 
2022 

教育歴 質（主食・主菜・副菜そろう食事） 
Nishinakagawa 

M, et al. 
2023 
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教育歴 食多様性 Yu Y, et al. 2022 

教育歴 パターン 
Mumme K, et 

al. 
2020 

経済状況 

世帯の食費 質（HEI） 
Vaudin A, et 

al. 
2021 

世帯収入 質（地中海食） 
Teixeira B, et 

al. 
2019 

世帯収入 栄養素 
Silva GMD, et 

al. 
2019 

世帯収入 質（食事バランススコア） 
Kurotani K, et 

al. 
2020 

世帯収入 食多様性 Yu Y, et al. 2022 

経済状況（社会経済的地位） 質（HEI） 
Segura-Badilla 

O, et al. 
2021 

経済状況 食多様性 
Chalermsri C, 

et al. 
2022 

経済状況（主観的） 食多様性 Yu Y, et al. 2022 

経済状況（主観的） 質（主食・主菜・副菜そろう食事） 
Nishinakagawa 

M, et al. 
2023 

経済状況（主観的）×教育歴 質（主食・主菜・副菜そろう食事） 
Nishinakagawa 

M, et al. 
2023 

食品アクセス・

入手 

フードセキュリティ 食多様性 
Pourebrahim 

F, et al. 
2024 

フードセキュリティ 質（HEI） 
Segura-Badilla 

O, et al. 
2021 

フードセキュリティ 食品 
Odunitan-Way

as FA, et al. 
2021 

フードセキュリティ 質（HEI） 
Vaudin A, et 

al. 
2021 

婚姻状況 

婚姻状況 質（HEI） 
Vaudin A, et 

al. 
2021 

婚姻状況 質（地中海食） 
Teixeira B, et 

al. 
2019 

婚姻状況 栄養素 
Silva GMD, et 

al. 
2019 

婚姻状況 食品 
Evedove AUD, 

et al. 
2020 

婚姻状況 食品 
Noguchi T, et 

al. 
2022 
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居住環境 

独居の有無×孤食の有無 栄養素 Son H, et al. 2019 

独居の有無 食品 
Laursen UB, 

et al. 
2019 

独居の有無 食多様性 
Chalermsri C, 

et al. 
2022 

独居の有無 パターン 
Mumme K, et 

al. 
2020 

その他（近隣の歩きやすさ） パターン 
Chandrabose 

M, et al. 
2022 

社会との関わ

り 

社会活動への参加 食多様性 Abe T, et al. 2022 

社会的フレイル 栄養素・食多様性・質（DOI-I） 
Huang CH, et 

al. 
2020 

精神・

心理的

要因 

抑うつ 

うつ症状 質（地中海食） 
Elstgeest 

LEM, et al. 
2019 

うつ症状 食品 
Elstgeest 

LEM, et al. 
2019 

行動的

要因 

栄養学的知

識 

食事ガイドの認知・利用 質（HEI） 
Vaudin A, et 

al. 
2021 

野菜から先に食べる 栄養素 Kida S, et al. 2023 

調理技術 調理技術 食品 Tani Y, et al. 2020 
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図１ 文献選択のフローチャート 
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